
精神疾患のある親と暮らす学齢期の子どもを支えるための
養護教諭等対象ワークショップの効果評価

○長沼葉月1)、土田幸子2,3）、牛塲裕治3,4)、上原美子5)、北野陽子6)、吉岡幸子7）

（1)首都大学東京、2）鈴鹿医療科学大学、 3）親&子どものサポートを考える会、
4）総合心療センターひなが、 5）埼玉県立大学、 6）ぷるすあるは、 7）帝京科学大学）

キーワード：家族支援、チーム学校、効果評価

【研究の背景と目的】
精神疾患を抱えながら子育てをする親と子どもへの支援の必要性

図1の「3」は具体的な家族理解や多機関連携のための事例検討の方法
が、「２」は具体的な福祉サービスリストの提示が評価された。
全体を通じての自由記述では「その場しのぎ」というワークショップで
のキーワードと「連携」の在り方について肯定的な感想が挙げられた。

本報告の目的は、ワークショップの効果を明らかにすることである

ワークショップ前調査（N=62)

ワークショップ後調査（N=62)

ワークショップ3カ月後調査

【方法】
ワークショップ：2018年8月9日実施、68名参加
無記名自己記入式質問紙による調査
※本報告はワークショップ前・後調査に基づく報告
首都大学東京の研究安全倫理審査委員会の承認済

基本属性、職種、学校教職員と
しての経験年数、支援に関す
る対処可能感項目

満足度評価、各プログラム内容
への評価、支援に関する対処
可能感項目

【結果】

WSでの絵本の読み合わせワーク

• ワークショップ参加者：小学校23名（37.1%）、中学校19名（30.6%）、その他18名（29.0%）

• 職種：養護教諭47名（75.8%）、スクールソーシャルワーカー4名やスクールカウンセラー3名等

• 年代：20歳代19名（30.6％）、30歳代9名（14.5％）、40歳代12名（19.4％）、50歳代18名

（29.0％）、60歳代3名（4.8％）

• 経験年数：平均14.0年、標準偏差13.5年、 1年から39年と若年層だけでなくベテラン層まで

• 研修の質に対する評価や、全体的な満足度は高かったが「どの程度ニーズを満たしたか」で不満が4名、

「時間や量に満足していますか」で不満が3名みられ、後者は「もっと長い時間で」と希望あり
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子どもや家族を変えることは難しい

子どもや家族の問題が特殊なので、どう関われば

良いかわからない

保護者のメンタルヘルスの問題について理解する

のは難しい

子どもや家族が応じてくれない場合、どう対応した

ら良いかわからない

学校から介入すると子どもや家族が地域から孤立

してしまう気がして介入しづらい

保護者の抱える課題が、精神障がいによるものな

のか、性格の問題なのかがわからなくて困る

学校外の専門機関との連携体制を整えるのが難し

い

学校内での方針がまとまらず、子どもや家族への

支援が後手に回ることがある

図2 対処不可能感項目の平均値の変化 研修前 研修後
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精神疾患や保護者のメンタルヘルスの課題につ

いて学ぶ機会はある

こちらの対応を工夫すれば、子どもや家族に対

してできることはある

子どもの様子から家庭の困りごとや大変さに気

づくことができる

子どもの気持ちをしっかり汲み取り、学校内では

安心して過ごせるよう関わることができる

小さなことで子どもや家族の良い点に気づくこ

とができる

子どもや家族の問題には、周りの人たちが話し

合ったり工夫したりできる部分も多いと思う

協力的でない子どもや家族とも、粘り強く必要

なコミュニケーションを図ることはできる

学校内で子どもや家族への対応について十分協

議する機会がある

学校外の専門機関の支援を受けることで子ども

や家族の状況が改善している

図３ 対処可能感項目の平均値の変化 研修前 研修後
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1.精神障害のある親と暮らす学齢期の子

どもの実態（埼玉県での調査報告）

2.子どもと家族を支える社会福祉サービ

スあれこれ

3.親と子をサポートする会の取組・研究

から見えてきたこと

4.対話のためのスペースを作る：絵本の

音読体験から考える

5.グループワーク：いま行っていること・

これからできること

図１ プログラム別評価

とても役立った 役立った 役立なかった

【考察】
精神疾患のある親と暮らす学齢期の子どもを支えるには、情

報が集約しやすい学校が要になるが、多機関と連携しながらの
サポートが欠かせない。子どもへの支援に真摯に向き合おうと
する学校の教職員に対して、連携の方法や視点、具体的な事例
検討などを交えるワークショップを実施することで、「何もでき
ないわけではない」「粘り強く関わることはできる」等の対処可
能感の変化が生じることが示された。

対処可能感については、図2より対処不可能に関する「どう関わればよ
いか分からない」「理解するのが難しい」「どう対応したらよいか分から
ない」の項目で評価が改善し、図3より対処可能感に関する「粘り強く必
要なコミュニケーションを図ることはできる」でも評価が改善していた。

本研究に開示すべき利益相反はない
本研究は科学研究費補助金（基盤研究（C）16K04149）の交付を受け実施したものである。
過去の主要な研究成果はTEAM KIDs LIFE FUTURE（チームクリフ）のサイトに掲載済 https://kidsinfost.net/tklf/

就学前

•主たる関与機関が市町村内の母子保健＋児童福祉。連携が進む。保育所
利用等で状態が安定すると、要支援ケースとしては終結することも

就学後

•主たる関与機関は学校＋児童福祉に。学校だけでは家族状況の把握が
困難で、福祉サービスの情報も乏しいため支援に悩む

養護教諭等を主対象とするワークショップを実施
情報提供（子どもの実態・支援の実例・連携の考え方）＋ワーク、ディスカッション


